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本邦における新生児黄疸の診断、治療などの実態調査 
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研究要旨 
2020 年に「早産児ビリルビン脳症（核黄疸）診療の手引き」が作成された。この前後で黄疸管

理がどのように変化したかを明らかにするため調査を行った。全国 275施設に調査票を送付し、

うち 155 施設から回答を得た（回答率 56.4%）。黄疸の検査について、主にベッドサイドで行わ

れるビルメータ®による分光測定と血液ガス分析器による測定は各々72 施設（46.8%）ずつ、

中央検査室での測定をしている施設は 124 施設（80.5%）であり前回の調査と大きな変化はな

かった。アンバウンドビリルビン測定を採用している施設は前回の調査と比較すると 56 施設

（50.0%）から 59 施設（53.0%）に増加した。採用している光療法の開始基準は「村田・井村

の基準」が 43 施設（39.4%）から 36 施設（33.0%）、「中村の基準」が 19 施設（17.4%）から 16
施設（14.7%）へ各々減少し、「神戸大学の新基準」が 25 施設（22.9%）から 36 施設（33.1%）

に増加した。「早産児ビリルビン脳症（核黄疸） 診療の手引き」は 74 施設（47.7%）で利用さ

れていた。前回の調査に比べてアンバウンドビリルビン測定の重要性が認識され、神戸大学の

新基準による管理の割合が増えていた。しかしながら、未だ日本における管理法はいまだばら

つきが多いことが明らかになった。「早産児ビリルビン脳症（核黄疸） 診療の手引き」は殆ど

の施設に認識されていた。 
 
Ａ．研究目的 
 新生児における生理的黄疸は通常臨床的に問

題になることはないが、重症黄疸はビリルビン

脳症をきたし、不可逆的な中枢神経障害を残す

ことがある。ビリルビン脳症を防ぐための管理

治療がなされているものの、未だ本邦を含めた

各国からビリルビン脳症が報告されている。 
本邦における黄疸管理の現状を把握する目的

で、2019 年から 2020 年にかけて全国の周産期

施設を対象に黄疸管理についての実態調査を行

った。その後、2020 年に「早産児ビリルビン脳

症（核黄疸）診療の手引き」が作成された。この

前後で黄疸管理がどのように変化したか 2021
年から 2022 年にかけて全国の周産期施設を対

象に黄疸管理についての実態調査を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
新生児医療連絡会に所属する施設に対して、

「黄疸の管理（検査・治療）方法に対する調査票」

を送付し調査を行った。 

 
 
（倫理面への配慮） 

倫理的配慮については、本研究は施設の管理

や治療方針を調査するもので、ヒトを対象とす

る研究でないため倫理審査は必要ないと判断さ

れた。 
 
Ｃ．研究結果 

全国 47 都道府県の 275 施設に調査票を送付

し、うち 155 施設から回答を得た（回答率 56.4%）。

これは前回の全国調査の回答率とほぼ同等であ

った。調査結果の比較については前回と今回の

調査の両方ともに回答を得られた最大 113 施設

のみを対象に行った。黄疸の検査について、主

にベッドサイドで行われるビルメータ®による

分光測定と血液ガス分析器による測定は各々72
施設（46.8%）ずつ、中央検査室での測定をして

いる施設は 124 施設（80.5%）であり前回の調査

と大きな変化はなかった。NICU で経皮ビリルビ
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ン値を測定している施設は前回の調査と比べて

41 施設（36.3%）から 47 施設（41.6%）に増加し

ていた。アンバウンドビリルビン測定を採用し

ている施設は前回の調査と比較すると 56 施設

（50.0%）から 59 施設（53.0%）に増加した。採

用している光療法の開始基準は「村田・井村の

基準」が 43 施設（39.4%）から 36 施設（33.0%）、

「中村の基準」が 19 施設（17.4%）から 16 施設

（14.7%）へ各々減少し、「神戸大学の新基準」

が 25 施設（22.9%）から 36 施設（33.1%）に増

加した。光療法における光源量を増やす基準に

ついては「明確な基準を定めず主治医判断や状

況に応じて判断する」施設が 37 施設（32.0%）

と前回と同様に最も多かった。光療法の光源の

種類については 148 施設（95.5%）が LED を使

用しており、蛍光管を使用している施設が 17 施

設から 3 施設へと大きく減少した。治療開始時

の光源の強度は約 75%の施設が治療開始から

High モードを使用しており前回の調査と今回の

調査でほぼ同等であった。交換輸血開始基準に

ついては前回の調査と比べると「中村の基準」

を採用している施設が減少し「神戸大学の新基

準」を用いる施設が増加した。近年、アセトアミ

ノフェン使用によるアンバウンドビリルビン測

定値への影響が指摘されているが、40 施設

（25.8%）が新生児に対してアセトアミノフェン

を使用していた。さらに「早産児ビリルビン脳

症（核黄疸） 診療の手引き」は 74 施設（47.7%）

で利用されていた。 
 
Ｄ．考察 
今回の調査の回答施設のうち 93.5%が総合周

産期母子医療センターもしくは地域周産期母子

医療センターからの回答であったため、前回の

調査と同様に今回の調査結果ついてはこれら以

外の病院や診療所の現状を完全には反映してい

ないことに留意する必要がある。血清ビリルビ

ン値の測定方法については前回の調査と同様に、

中央検査室での測定のほかに半数の施設が血液

ガス分析装置、ビルメータ®による分光測定を

行っていた。同一の検体であっても検査法によ

り測定値が異なるため、施設ごとの検査法の特

徴を把握し、適切にビリルビン値を評価して治

療方針をたてる必要がある。NICU で経皮ビリル

ビン測定を行う施設は増加していたが、これは

NICU においてより低侵襲である検査が求めら

れている結果と考えられた。それでも NICU で

の経皮ビリルビン測定の頻度が全体の半数に満

たない理由については、早産児などのビリルビ

ン脳症のハイリスク児に対しては正確な血清ビ

リルビン値の把握が必要であることが考えられ

た。近年では早産児に対する経皮ビリルビン測

定の有用性も報告されているため、今後も

NICU・GCU 入院患者に経皮ビリルビン測定を

施行する施設が増加する可能性がある。今回の

調査ではアンバウンドビリルビン測定を行って

いる施設の割合が増加したがそれでも半数に留

まっている。総ビリルビン値が高くなくともア

ンバウンドビリルビンが高値となることが知ら

れており、ビリルビン脳症のリスクの高い児に

対してアンバウンドビリルビン測定を行うこと

が望まれる。光療法、交換輸血開始基準につい

てはともに「神戸大学の新基準」を採用する施

設の割合が増えたが、今後も「神戸大学の新基

準」の評価適応が広がる可能性がある。光療法

に用いる光源については多くの施設がLEDを採

用していた。従来の蛍光管に比べて寿命が長い

ことや発熱量が少なく最も安全であると考えら

れており推奨される。光源強度については半数

以上の施設が High モードを使用していたが、光

療法における副作用の報告もあり必要以上の治

療は控えるべきであり、今後は Low モードにお

ける治療効果の検討が必要である。新生児に対

するアセトアミノフェンの使用は約 26.0%の施

設で行われていたが、アンバウンドビリルビン

測定の際の取り扱いに関する注意を含めて、黄

疸管理におけるリスクについては今後さらなる

調査が望まれる。 
 
Ｅ．結論 
 黄疸の検査・治療に対する実態調査を行った。

前回の調査に比べてアンバウンドビリルビン測

定の重要性が認識され、神戸大学の新基準によ

る管理の割合が増えていた。しかしながら、未

だ日本における管理法はいまだばらつきが多い

ことが明らかになった。「早産児ビリルビン脳症

（核黄疸） 診療の手引き」は殆どの施設に認識

され、約半数の施設で利用されていた。 
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